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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本語話者の＜事態の主観的把握＞の傾向が、「語り」と
「読み」という行為においていかに反映しているか、その在り様を捉えるとともに、＜事態の
主観的把握＞の反映としての「ナル表現」をはじめとする言語表現や文法・語彙などの諸相を、
認知類型論的な観点から捉えるものである。これらの研究成果は、国内外においての＜事態把
握＞の研究の促進と日本語教育・国語教育の改善の一助となると同時に、今後、文化記号論に
向かう研究の基礎をなすものであると考える。 
 
研究成果の概要（英文）：We investigated how Japanese speakers try to narrate and read the 
Japanese, influenced by their ways of “subjective construal”. Also we studied the 
various phases of the usage of “naru” and “naru-expressions” from the viewpoint of 
cognitive typology. These studies might expedite the study of “construal” in Japan and 
other countries, and improve the method of teaching Japanese as both a foreign and a native 
language. In addition, this research would contribute to the foundation for the study 
of cultural semiotics. 
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１．研究開始当初の背景 
 この時期は認知言語学において＜事態把
握＞および＜事態の主観的把握＞の概念に
注目が集まり始めた時期にあたる。当時は、
母語話者すなわち日本語話者を中心に＜事

態把握＞の観点から考察を進めようという
方向性は、さほど明確に打ち出されておらず、
＜主観的把握＞の傾向に基づいて、日本語話
者がいかに語り、読むかという本質的な研究
もほとんど始められていなかった。ただし、
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日本語を相対的に捉えることが求められる
日本語教育の分野では、日本語話者の＜主観
的把握＞の傾向と、学習者の＜事態把握＞と
の相違を理解することが有効なヒントとな
ることに注目が集まるようになり、＜主観的
把握＞の概念を援用することにより、日本語
の自然さの要因とともに、日本語を特徴づけ
る文法現象を統一的に説明する試みが行わ
れるようになった。こうした研究を経ること
で、＜主観的把握＞という志向性に基づいて、
日本語話者がいかに語り、いかにそれを読む
かということと、＜主観的把握＞と既に指摘
されていた「ナル的言語」であることとの相
関性への本格的な研究が求められるに至る。
前者については、当時は具体的なテクストを
語りだす過程に＜主観的把握＞を位置づけ
る試みは十分にはなされておらず、ましてや、
読み手の立場に着目した研究は、ほぼ手つか
ずの状況にあった。これに関連して、日本語
母語話者が何歳くらいから＜主観的把握＞
の傾向を持つに至るか、また、異なる＜事態
把握＞の言語話者の場合はいかに語り、読む
かという研究や、母語話者の認知言語学的な
発達の観点からの研究も、報告がなかった。
後者については、＜客観的把握＞の傾向のあ
る英語を中心とした対照研究にほぼ留まり、
日本語以外にはどのような「ナル的言語」が
あり、どのような「ナル表現」を実現してい
るか、日本語の場合とどのような相違が見ら
れるかなどの、具体的かつ認知類型論的な研
究はほとんど着手されていなかった。このよ
うに、＜主観的把握＞の認知的行為である
「語り」と「読み」の研究や、＜主観的把握
＞の反映としての「ナル表現」をはじめとす
る言語形式の現れた方の総体については、十
分に研究が進められていない状況にあった。 
 
２．研究の目的 
 上記１をふまえて、本研究は日本語話者の
＜事態の主観的把握＞が、どのような認知的
行為を志向するか、特に文学の語りと読みの
過程を考察するとともに、日本語話者の読み
手責任性を明らかにすることを最初の目標
とした。これに関連し、日本語話者の＜主観
的把握＞の傾向が児童・生徒においてどのよ
うに見られるかを調査・分析することも視野
においた。さらに、こうした＜主観的把握＞
の傾向が、日本語の文法や語彙などの言語形
式と体系に、いかに反映されるかに注目した。
特に、＜主観的把握＞と「ナル表現」との相
関性を取り上げ、日本語および「ナル相当語」
を持つ韓国語やトルコ語、さらに＜客観的把
握＞の傾向を持つ英語や中国語とも対照し
ながら、「ナル相当語」と「ナル表現」の用
法を調査・考察して、＜事態把握＞との相関
性を分析し、さらに認知類型論的な研究を進
めることを目標に掲げた。あわせて、＜主観

的把握＞の傾向が、「ナル表現」以外にもい
かに日本語の形式の隅々に反映されている
か、これまでの成果と並行して考察を進める
こととした。最終的には、＜主観的把握＞の
傾向の「語り」と「読み」としての具体化、
および「ナル表現」などを中心とする言語現
象への反映の仕方との相関を、明らかにする
ことを目標とした。 
 
３．研究の方法 
（1）近現代の小説全集より文章の冒頭の段
落を電子データ化し、それに基づく調査・分
析を行って、それらが＜主観的把握＞に基づ
いた独話的な語りとなっているか、読み手の
臨場・自他合一的な読みを誘っているかを分
析して、いかに「語り」と「読み」が効果的
に完成するかを考察する。 
（2）日本語母語話者および非母語話者を対
象に、すなわち、小中学校の児童・生徒と、
日本・中国・韓国・トルコの大学生に対して、
歌詞や小説の冒頭および画像をいかに読み、
理解しているかを調査・分析する。回答に際
しては言葉と絵を描くことを自由に選択し
てもらい、理解内容が言語と仮想の映像とど
のように結びついているかも調べる。 
（3）＜主観的把握＞の言語形式的指標の一
つである、動詞「ナル」および「ナル表現」
を取り上げ、国内外の研究協力者とともに、
インタビューやアンケート調査を行いなが
ら、「ナル」と「ナル相当語」の意味と用法
の拡張の仕方を＜事態把握＞との相関にお
いて分析する。また、シンポジウムやワーク
ショップを開き、論文などにまとめることで
情報を共有し合い、さらに考察を深める。 
 
４．研究成果 
（1）主な成果 
はじめに、日本語教育・学習の分野におい

て、日本語話者の＜主観的把握＞の志向性と
＜客観的把握＞との相違の理解が不可欠で
あること、その際に「見え」をイメージ・ス
キーマとすることの理解が肝要であること
を指摘し、＜主観的把握＞が文法形式にいか
に具体的に反映しているか、その統一的説明
を試みて、当時の共同研究者とともに日本語
教育に寄与すべく、書籍を刊行した。 
「語り」と「読み」の研究に関しては、日

本語話者の＜事態の主観的把握＞の傾向が、
これらの認知行為に顕著に現れていること
を明らかにし、口頭および論文で発表した。
例えば、小説の冒頭では、語り手は＜主観的
把握＞の傾向のある読み手を想定し、そうし
た読み手を文章という事態に引き込む工夫、
すなわち、＜主観的把握＞のままに独話的に
語り出す仕方を行っている。こうした工夫が
効果をあげるのは、語り方だけでなく、読み
手が文章という事態に主観的に臨場し、自他



 

 

合一的に読むという主体的な読みが条件と
なっており、この点で日本語の小説などの語
りが読み手に読み手責任的傾向、つまり読み
手に文章という事態への＜主観的把握＞を
期待し、それに依存していると同時に、そう
した読みを促す語りを行っていることを示
した。それとともに、こうした読み手責任性
が和歌や俳句をはじめとする韻文のジャン
ルの読みと伝統の維持を可能にしているこ
とを指摘し、＜主観的把握＞が日本文学の
「語り」と「読み」を大きく支えていること
を示した。こうした語りと読みを具体的に下
支えするものは、語り手と読み手が「見え」
と呼ぶべき視覚的イメージとその共有にあ
ることもわかってきた。日本語話者がここで
言う「見え」を浮かべやすいという傾向は、
日本の児童・生徒および大学生に対する読み
の調査結果からも明らかである。彼らの調査
結果には「見え」の言語化・説明に際して、
画像を伴うケースが多く、極めて視覚的な情
報とともに事態を理解・鑑賞している様子が
見られる。この点は、「見え」が日本語話者
の＜事態把握＞において重要な位置を占め
ることとともに、「見立て」という認知行為
に発展する可能性も示唆している。 

次に、＜主観的把握＞の反映としての「ナ
ル表現」をめぐる、認知類型論的考察を進め、
口頭・論文での発表を行った。日本語と同様
に、トルコ語・韓国語などでも「ナル相当語」
があり、「ナル表現」の発達が観察されると
ともに、英語や中国語など＜客観的把握＞の
傾向のある言語の場合との相違も明らかに
観察された。ここにおいて、＜主観的把握＞
の傾向と「ナル的言語」であること、さらに
膠着語であることの、基本的な相関性が観察
されたと思われる。ただし、「ナル表現」に
よって人間の行為を現象化することを志向
するのは、日本語とトルコ語において顕著で
あるが、韓国語はその点で相違が見られ、ま
た、日本語話者において顕著に観察される
「見え」に関しても、韓国語においては今回
の調査では観察されなかった。ここにおいて、
＜主観的把握＞の傾向が見られ、「ナル表現」
が一定程度発達している言語でも、個々の＜
主観的把握＞の在り方も、言語形式への反映
の仕方も異なることがわかり、今後に向けた
大きな課題を残した。なお、「ナル表現」以
外の言語形式では、日本語話者が「見え」や
「見立て」に向かう特性に着目することによ
り、例えば複合動詞や語順においても＜主観
的把握＞との相関性があることがわかった。 

以上、日本語話者の＜事態の主観的把握＞
の傾向は、言語を発する際の認知的な営みで
あり、「語り」と「読み」に端的に反映する
とともに、話し手を取り巻く環境の認知や自
身の身体性に深く関わることが観察された。
この場合の認知とは、常に「見え」と呼ばれ

る視覚イメージを伴う傾向があることが明
らかとなったが、この点は視覚に訴える文化
的表象の創造や受容の際にも通じるもので
あることを示唆する。ここにおいて、＜主観
的把握＞に裏打ちされた、「語り」と「読み」
の在り方は、視覚に訴える創造と、視覚的な
理解・鑑賞の在り方に通じるものと推測され、
今後、文化記号論的研究を進めていく上での
有効なヒントを得た。 
 

（2）国内外のインパクト 
 国内における＜事態把握＞の研究を進め
る上での一助となったと考えられるととも
に、現在、PISA型読解に急速に傾きつつある
国語科における読解の考え方に、日本語話者
に固有の読みが存在することをデータとと
もに提示することができたと考える。 
中国やトルコなどの海外の日本語教育の

分野においては、本研究のような研究発表・
講演に関心が寄せられたが、これは日本語教
育における認知言語学的な考え方の有効性
が認められ始めたことと、＜事態把握＞をは
じめとする認知言語学への理解が拡大した
ことの現れだと思われる。中国では、日本語
研究や日本語教育の分野を視野に入れた認
知言語学をテーマとするシンポジウムが数
多く開催されるようになり、またトルコでも
トゥルク諸語話者による＜事態把握＞をめ
ぐる認知類型論的なシンポジウムが開催さ
れて、認知言語学に基づく研究の有効性が検
討・確認される動きが出てきた。こうした動
きに、本研究は何らかの貢献をすることがで
きたのではないかと思われる。 
 
（3）今後の展望 
 本研究は＜事態把握＞をめぐる研究の大
枠を捉え、今後の方向を模索することに主眼
を置いてきた。ただし、＜事態把握＞の研究
はあらゆる言語話者を対象とすべきもので
あるとともに、日本語話者の＜主観的把握＞
一つとっても未解決のことが数多く存在し、
さらなる研究に向けて、課題は膨大にあり、
今後も研究を拡大していく必要がある。 
同時に、＜事態の主観的把握＞という日本

語話者の認知的行為の志向性は、言語だけで
はなく文化的表象の創造と受容に深く関わ
る可能性がある。本研究は、その場合に立脚
すべき地点は、日本語話者の身体性の問題と
ともに、視覚イメージに大きく依存した「見
え」という捉え方、および、さらに主体的な
イメージ・スキーマとして機能すると思われ
る、「見立て」という認知的行為にあると考
える。これは、今後の文化記号論的研究の方
向性を示唆するものであるとともに、＜事態
把握＞の本質的な研究を進める上において
も、必須の視点ではないかと考える。 
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